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 平成 28 年度におけるスポーツ医学実習の履修者
本学におけるアンチ・ドーピング教育について 
－ 32 － 
である1 年生75 名（健康スポーツ専攻52名、健康

























































解した」から「1 よくわからなかった」の 5 段階で
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パフォーマンスが上がる、記録が伸びる、力が発揮できる 44 21 
筋力が上がる 19 7 
精神的効果（やる気が出る、体が軽い、頑張る力がわく） 3 2 
疲れが残らない 0 3 
家族のため、有名になる、お金がもらえる、一時の幸せ 0 4 
ない（良いイメージがない） 6 26 
わからない 1 0 
未記入（空欄） 5 14 
結果に信憑性がある、スポーツマンとして潔白を証明できる 0 7 
 























  前 後 
副作用、体に悪い、寿命が縮む 15 37 
違反、反則 11 3 
薬 5 5 
ずるい、平等ではない 7 7 
記録取り消し、大会に出場できない 8 3 
本当の力ではない 4 0 
社会的信用を失う 0 9 
人生が狂う、全てを失う 0 9 
スポーツの価値を損ねる 0 7 





































  前 後 
尿検査 43 8 
血液検査 4 1 
抜き打ち検査 6 2 
厳しい、徹底している 4 10 
大変 0 13 
薬 4 2 
検査方法（人に見られている中で検査、ランダムに選ぶ） 4 0 
面倒くさい 1 5 
恥ずかしい 0 5 
必要な検査 0 12 



















  前 後 
実力以上の力が出るから 32 7 
公平ではないから、フェアではないから 15 16 
体に悪いから、副作用があるから 12 18 
薬を使うから 6 0 
ずるいから、スポーツマンシップに反するから 2 0 
スポーツの価値を守るため 0 19 
信用を失うから 0 7 
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－ 35 － 
表5 ドーピングをする選手をどう思うか 
  前 後 
よくない  34 44 
勝ちたい気持ちが強い 8 1 
自信がない、弱い 6 1 
なぜドーピングをするのか不思議 6 1 
努力していない 4 0 
かわいそう 2 5 
何とも思わない、別にいいと思う 5 0 
気持ちも分からなくない、事情がある 0 3 






























  前 後 
よくない 17 27 
恥ずかしい、情けない 4 0 
スポーツマンシップに欠ける 3 2 
努力すべき 3 4 
意味がない 2 0 
体に悪い 2 3 
販売しない、入手ルートを絶つ 2 0 
体に害がなければかまわない 1 2 






























－ 36 － 
表7 選手への説明（指導者、スタッフ希望者への質問） 
  前 後 
よくない 8 8 
禁止の理由を説明する 7 12 
使用後（発覚後）が大変 4 9 
努力を促す 4 1 
本当の実力ではない 4 0 
選手としての誇り、自覚を持たせる 3 4 
体に悪い 3 3 
薬に含まれるので注意させる 2 1 
適度にさせる 2 0 
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3) 公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構     
(2015)『アンチ・ドーピング研修会資料（2015 12
改訂版）』 
